
けるヤクと在来牛頭蓋の多変塵解析.在来家

畜研究会報告,14:71-78.

8)天野 卓 ･並河凍夫 ･前田芳賓 ･角田健司 ･

山本義雄 ･庄武孝義 ･西田隆雄 ･Rajubhand

ary.H.B.(1992):ネパール在来水牛の血液

蛋白型遺伝子構成とその系統退転学的分類.

在来家畜研究会報告,14:89･100.

9)林 良博 ･西田隆雄 ･庄武孝義 ･川本 芳 ･

足立 明 ･l(attel,B.(1992):ネパールにお

ける在来水牛,ムラー水牛およびそれらの交

雑種頭蓋の多変量解析.在来家畜研究会報告,

1●4:101-112.

10)角田健司 ･道解公一 ･山本義雄 ･黒葎弥悦 ･

庄武孝義 ･西田隆雄 ･Rajubhandary,H.B.

(1992):ネパール在来羊の形態および血液蛋

白変異.在来家畜研究会報告,14:155-183.

ll)川本 芳 ･並河鷹夫 ･足立 明 ･天野 卓 ･

庄武孝義 ･西田隆雄 ･林 良博 ･Kattel,B.,

Rajubhandary.H.B.(1992):ネパール在来

牛.荏来水牛,ヤクの乳蛋白変異.在来家畜

研究会報告.14:55-70.

12)川本 芳 ･庄武孝義 ･足立 明 ･西田隆雄 ･

林 良博 ･Kattel,B.(1992):ネパール在来

ロバ.在来ラバの血液蛋白変異.在来家畜研

究会報告,14:119-126.

13)足立 明 ･川本 芳(1992):ネパールにおけ

るヤク-ウシ雑種生産-ソル及びクンプ地方

のシェルパ族の事例から-.在来家畜研究会

報告.14:79-87.

14)川本 芳 ･並河漉夫 ･正式孝義 ･木江昭夫 ･

野津 謙(1992):ネパールにおける猪の毛色

多型.在来家畜研究会報告,14:193-197.

15)川本 芳(1992):ペストアニマルの生態退伝

単と環境監視生物としての評価.科研貿補助

金 (一般研究C)研究成果報告書,ト48.

16)平井啓久(1992):仁形成部位の転位多型に関

する研究.節 1回分子寄生虫学ワークショッ

プ.pp.1ト12.

17)平井啓久 ･青木克己 ･三井義則(1992):住血

吸虫の進化に関する研究一迫伝子マッピング

と染色体進化.平成3年度長崎大学熱帯医学

研究所共同研究報告集.

学会発嘉

一英文-

1) Hirai,H.,Yamamoto,M.-T..Ogura.K.

andlmai,H.T.(1992):Molecularcyto一

geneticalanalystsOfrDNA andactive

NORsintheAustralian antMyrmecia

(pilosula) species complex. The 64th

AnnualMeetingoftheGeneticsSocietyof

Japan.JPN.J.Genet..67(6):539.

-和文-

1) 庄武孝義(1992):エチオピア･セミエン国立

公園のゲラダヒヒの退伝的変異性.日本ナイ

ル･エチオピア学会.第 1回大会(大阪).19

92年9月27日.

2) 川本 芳 ･東 滋 ･庄武孝義 ･嶋田 誠 ･

吾妻 健(1992):ニホンザルのミトコンドリ

アDNAの地域分化.第8回El本霊長類学会

大会.霊長類研究.8(2):214.

3) 近藤美希子 ･)]体 芳 ･庄武孝義 ･野浮 誹

(1992):ニホンザルの唾液性及び肺臓性アミ

ラーゼ多型.第8回日本霊長頬学会大会.霊

長類研究.8(2):215.

4) 嶋田 誠 ･庄武孝義 ･三輪宣勝 ･野揮 孟措
く1992):ヒト上科におけるDBP多型.第8

回日本霊長頬学会大会. 霊長規研究,

8(2):215.

5) 川本 芳 ･川本峡江 ･長測政広 ･西川 哲 ･

西村正彦(1992):ラットとドブネズミのミト

コンドリアDNA変異の比較.邦39回El本実

験動物学会総会.講演要旨菜,pp.55.

6) 平井啓久 ･平田端城 ･田中真宗実 ･曽木克己

(1992):日本住血吸虫雄の減数分裂における

キアズマ頻度は非常に低い.節62匝旧本寄生

虫学会大会.寄生虫学雑誌,42(増):106.

生活史研究部門

杉山事丸 ･森 明雄 ･山極寿一

研究概要

A)西および中央アフリカに生息する大型頬入校

の行動生態学

杉山幸丸 ･山極寿一 ･山越 言1)

全個体識別のもとに長期追跡してきたギニア国

ポッソウの野生チンパンジーについては,堅果割

り行動の詳細な観察とVTR記録の分析を進める

一方,野外実験も含めて,道具使用行動全般につ
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いて発達と伝描の記録 ･分析を開始した.また.

近隣個体群との迫伝的 ･文化的交流関係の分汎

土地利用と貿源血把握の試みも開始した.

一方.ザィ-ル国究郡の熟和性山地林や低地多

雨林では.同所的に生息するゴリラとチンパンジー

の採食生態,行動特性,社会梢道を調査し.2種

の兆存のメカニズムを分析したoこれらの質料を

非共存域における他の研究と比較し,類人猿と入

校をっなぐプロト･ホミニドの分化過程を考察し

ている｡

B)エチオピアに生息するヒヒ頬の研究

森 明雄

ヒヒ頬の重層社会を行動学的に分析することを

日槽としている.南部で見つけたゲラダヒヒの新

しいポピュレーションとの比較男料を得るため,

調査地を北部に移し.アジスアベバの北150kmで.

ゲラダヒヒの1群をハビチュエートし,社会学的,

行動学的分析を行っている｡この群れは,これま

で研究されてきたセミエン国立公園の群れと比べ

著しくオトナ･オスの比率が低く.オスの競合が

低い状態でのゲラダヒヒの社会構造の特徴を明ら

かにすることができた｡

C)西アフリカの熱帯多雨林及び乾燥サバンナに

生息する狭鼻猿の比較生態学

杉山幸九 ･三谷雅純2)･室山泰之3)

カメルーン国北部の乾燥地帯 (カラマルエ)と

コートジボアール (タイとダナネ).コンゴ (ン

ドヰ)の熱帯多雨林で,同所的に生息する校数種

の霊長類の採食行動,社会行動,性行動,個体群

動態等を比較研究し,それをもとに.各種の行動

様式と社会構造の環境への適応を考察している｡

D)ニホンザルの採食 ･繁椙生態と個体群動態の

研究

杉山幸丸 ･森 明雄 ･山極寿一 ･

スマニアリ-ガスパール■)

ニホンザルの個体の社会的地位と採食戦略の関

係の解明を目指して研究している｡大分県高崎山

では採食行動の分析だけでなく.栄養分析によっ

て択取エネルギーと消男エネルギーのバランスに

まで考察を進めた.宮崎県寺島群.鹿児島県屋久

応の群れでも同様の研究を行った｡

一方,社会郡門.生化学部門と共同で所内放飼

雄B]において性行動と父性判定に基づく両性の黙

1)大学院生 2)研惜f1 3)学拐特別研究fl

荊戦略を研究した｡これらの笥卿各と関連して順良

労相成功皮.個体群動態の長期資料を高崎山およ

び事跡 こおいて収沸した｡

さらに,ニホンザル全体の生息数を推定しその

動態を明らかにする研究も進めてきた.

総 脱

一英文-
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補版).302pp,講談社 (学術文節).東京.
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論 文

一美文-
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TokyoPress.
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Behavior,Ecology.andConservation.(eds.

by ltoigawa.N.et al.), pp.2831300.

UniversityofTokyoPress.

6) Sugiyama.Y.andRoman,J.(1992):The

floraofBossou:Itsutilizationbychim-

panzeesandhumans.Afr.Stud.Monogr..

11(2):1-43.
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pp.175･187.Clarendon Pressof Oxford
Univ.Press.0Xrord.

8) Yamagiwa.J.(1992): Functionalanaly-

Sisorsocialstaringbehaviorinanall一
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primates.33(4):523-544.

9) Yamagiwa,J..Mwanza.N.,Yumoto,T.

&MaruhaShi,T.(1992):Traveldistances
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laS:acomparativeanalysュs.In:Topicsin

PrimatOlogy,Vol.2:Behavior.Ecology,
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Press.
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第36回プリマ-テス研究会シンポジウム冨改責.

pp.80-84.
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生理研究部門

目片文夫 ･林 基治 ･野崎沢滋 ･

安倍 博 ･滑水慶子

研究概要

A)血管平滑筋細胞膜の電気生理学的研究

目片文夫

i)バッチクランプ法による平滑筋細胞膜の単

-イオン-チャンネル電流の熱力学的析

u)心筋と冠状血管平滑筋との電気的相互作用

B)霊長栢脳内生理活性物質

一分布特性と個体発達一

林 基治 ･約水慶子

i)神経栄養因子の1つであるBDNFの迫伝子

発現を成熟マカタサル中枢神経系で調べた｡

BDNFmRNAは.大脳皮質.梅馬,小脳.

祝辞.脊髄等において1.6kbと4.Okbの2本の

バンドとして発現していた｡

ii)老齢マカクサルの大脳皮質においてソマト

スタチンの変性した細胞を兄いだした｡更に

小脳のプルキニエ細胞のGABA塁が著しく低

下していた｡現在BDNF退伝子発現との関連

性を検討している｡

C)ニホンザルの季節繁殖と甲状腺の機能連関

野崎涙起

こホンザルの季節繋矧 こおける甲状腺の関与を

調べるため繁殖期に甲状腺を摘除した｡甲状腺除

去後月経周期がすみやかに停止したことから.甲

状腺ホルモンはニホンザルの季節繁殖リズムの発

現に促進的に関与していることが示唆された｡

D)ニホンザルの加齢と性腺機能

野崎真澄

20才以上の老齢メスを対象に,加齢に伴う性腺

械能の変化を血中ホルモン動態より解析した｡そ

の結果,20才台前半で妊牢性を消失しているサル

でも卯放牧能は比較的よく維持されていること,

典型的な閉経症状は20才台後半になって始めて現

れることなどがわかった｡

E)霊長矧 こおけるサーカディアンリズム調節機

棉 (体内時計)についての研究

安倍 博

!芝長頬におけるサーカディアンリズム (概日リ

ズム)について,その生理的行動的指掛 こおける

特性.環境同調因子.および脳におけるサーカディ

アン振動休捜柄 (いわゆる体内時計)について.

リズム発矧 こ関わる部位.リズムの明暗サイクル

への同調のメカニズム.それらに関わる神経伝達

物質の同定などについて調べていく.

F)分娩発来機構に関する研究

清水慶子

ニホンザルの分娩発采にリラキシンがどのよう

に関与しているかを知るために.妊娠末期のサル

の子宮頚管を熱化させ.血中リラキシソおよび生

殖関連ホルモン動態を調べた｡その結果,リラ牛

シソは,分娩時に大きな変化はなく,頚管への直

接的な関与はないことが示唆された｡

7)大型頬入校の尿中ホルモン動態

柄水慶子 ･野崎兵澄 ･光永総子

非侵墳的かつ怖灰に大型珊人位の排卵予知,妊

娠判定を行なうために.尿中の生殖関連ホルモン

の測定を行なった｡結果は現在解析中である｡
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